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は
じ
め
に

本
稿
は
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
研
究
の
一
環
と
し
て
検
討
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
収
蔵
史
を
体
系
的
に
理
解
す
る
た
め

に
、
稿
者
は
明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
を
暫
定
的
に
五
期
に
区
分

し
た

 （
１
）。

本
稿
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
や
日
本
の
関
西
を
中
心
と
す
る
中
国
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
、
中
国
書
画
碑
帖

収
蔵
史
上
の
劃
期
を
な
す
第
二
期
（
辛
亥
革
命
か
ら
第
二
次
世
界

大
戦
終
了
時
）
に
お
い
て
活
動
し
た
大
西
見
山
（
一
八
七
〇
―

一
九
三
〇
）
を
取
り
上
げ
る
。

大
西
見
山
、
名
は
行
礼
、
字
は
和
卿
、
号
は
見
山
、
拝
梅
等
多

数
に
及
ぶ

 （
２
）。

香
川
県
木
田
郡
氷
上
村
長
楽
寺
の
士
族
出
身
で
、
素

封
家
の
大
西
唯
一
、
母
ト
ヨ
（
揚
小
三
郎
の
叔
母
、
一
八
五
三
―

一
九
一
四
）
の
長
男
と
し
て
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
九
月
一
日

に
生
ま
れ
た
。
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）、
明
治
法
律
学
校

（
現
在
の
明
治
大
学
）
卒
業
後
、
郷
里
に
戻
り
、
高
松
百
十
四
銀

行
（
現
在
の
百
十
四
銀
行
）
の
取
締
役
を
務
め
、
多
額
納
税
者
と

し
て
知
ら
れ
る
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月
二
九
日
に
没
し

た
。
ま
た
、
大
西
見
山
は
漢
詩
人
、
蔵
書
家
、
書
画
碑
帖
の
収
蔵

家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
そ
の
蔵
書
は
昭
和
三
六
―
三
七
年

（
一
九
六
一
―
一
九
六
二
）
に
大
谷
大
学
図
書
館
に
購
入
さ
れ
た

が
、
書
画
碑
帖
に
関
し
て
は
、
現
在
は
子
孫
の
所
蔵
に
係
る
か
、

あ
る
い
は
散
佚
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
臨
川
李
氏
の
四
宝
の
一
つ

で
あ
る
「
啓
法
寺
碑
」（
大
西
家
所
蔵
）
や
「
化
度
寺
故
僧
邕
禅

師
舎
利
塔
銘
」（
い
わ
ゆ
る
「
化
度
寺
碑
」、
大
谷
大
学
博
物
館
所

蔵
）
は
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日

本
で
も
有
数
の
碑
帖
の
収
蔵
家
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
古
銅
印
の
収

大
西
見
山
の
収
蔵
に
関
わ
る
交
友
関
係
に
つ
い
て下

田　

章
平
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蔵
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

大
西
見
山
の
書
画
碑
帖
の
収
蔵
に
関
し
て
は
、
す
で
に
前
稿
に

お
い
て
、
大
西
見
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
や
そ
の
収
蔵
事
蹟
の

考
察
に
よ
っ
て
、
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
へ
流

入
し
た
碑
帖
の
流
入
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た（
３
）。

そ
し
て
、
大
西

見
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
主
に
羅
振
玉
（
一
八
六
六
―
一
九
四
〇
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
李
宗
瀚
（
一
七
七
〇
―
一
八
三
二
）
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
日

本
に
碑
帖
が
も
た
ら
さ
れ
た
契
機
は
二
度
あ
り
、
明
治
末
年
か
ら

大
正
中
葉
ま
で
の
羅
振
玉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
そ
れ
以
後
の
李
宗

瀚
、
端
方
（
一
八
六
一
―
一
九
一
一
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

流
入
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
大
西
見
山
の
交
友
関
係

に
つ
い
て
は
、
田
淵
元
博
氏
が
香
川
県
の
漢
詩
人
と
知
ら
れ
る

三
野
二
山
（
一
八
八
三
―
一
九
六
六

 （
４
））、

上
掲
前
稿
に
お
い
て
、
徳

富
蘇
峰
（
一
八
六
三
―
一
九
五
七
）、
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
―

一
九
四
二
）
と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
だ
け
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
博
文
堂
関
係
資
料
に
よ
っ
て
大
西
見
山

を
と
り
ま
く
書
画
碑
帖
の
売
買
及
び
鑑
定
を
め
ぐ
る
交
友
関
係
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
単
に
大
西
見
山
の
書
画
碑
帖
収
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
明
ら
か

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
の
第
二
期
に
お
け

る
書
画
碑
帖
の
日
本
へ
の
複
層
的
な
流
入
経
路
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
、
上
掲
前
稿
を
も
と
に
、
博
文
堂
関
係
資
料
の
概
略
に

つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
博
文
堂
は
原
田
大
観
（
二
代
目
庄
左

衛
門
、
一
八
五
五
―
一
九
三
八
）
が
原
田
家
の
家
督
と
庄
左
衛
門

の
名
跡
を
継
承
し
た
書
肆
、
出
版
社
で
あ
り
、
明
治
四
〇
年
代

（
一
九
〇
七
―
一
九
一
二
）
に
は
美
術
書
の
出
版
や
、
書
画
碑
帖

を
扱
う
美
術
商
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
例
え
ば
、
原

田
大
観
の
二
男
の
油
谷
達
（
一
八
八
六
―
一
九
六
九
）
が
代
表
で

あ
っ
た
時
代
を
「
油
谷
博
文
堂
」
と
称
す
る
よ
う
に
短
期
間
で
屋

号
を
変
更
し
て
お
り
、
単
に
博
文
堂
と
い
う
場
合
は
、「
油
谷
博

文
堂
」
等
の
総
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
博
文

堂
関
連
資
料
は
、
従
来
一
具
の
も
の
と
し
て
保
管
さ
れ
、
少
な
く

と
も
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
、
二
男
の
油
谷
達
、
三
男
の
原
田
耕
三

（
一
八
八
九
―
一
九
七
八
）、
五
男
の
原
田
悟
朗
（
一
八
九
三
―

一
九
八
〇
）
の
三
兄
弟
で
分
割
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
油
谷
家
所
蔵

資
料
は
す
で
に
流
出
し
、
現
在
は
個
人
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
原
田

耕
三
家
所
蔵
資
料
も
大
部
分
が
す
で
に
散
佚
し
て
い
る
が
、
ご
遺

族
の
も
と
に
ご
く
僅
か
に
確
認
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
原
田
悟

朗
家
所
蔵
資
料
は
行
田
市
郷
土
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、
行
田
市

─ 20 ─



─ 3 ─

郷
土
博
物
館
編
『
行
田
市
郷
土
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録 

原
田
庄

左
衛
門
家
資
料
目
録
』（
同
館
、
二
〇
二
一
）
と
し
て
整
理
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
関
連
資
料
と
し
て
、
徳
富
蘇
峰
記
念

館
（
神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
）
所
蔵
の
徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
―

一
九
五
七
）
宛
大
西
見
山
書
簡
が
存
在
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
取

り
扱
う
書
簡
に
関
し
て
は
、
行
論
の
都
合
上
、
整
理
番
号
を
附

す
。
油
谷
家
旧
蔵
資
料
（
現
個
人
蔵
）
に
は
「W

E-001

」
か
ら

「W
E1-018

」
ま
で
の
整
理
番
号
が
所
蔵
者
に
よ
っ
て
附
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
使
用
す
る
（
枝
番
に
つ
い
て
は
、
稿
者
が
私
に
附

す
）。
原
田
悟
朗
家
旧
蔵
資
料
（
行
田
市
郷
土
博
物
館
）
は
、
上

掲
『
行
田
市
郷
土
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録 
原
田
庄
左
衛
門
家
資

料
目
録
』
に
基
づ
く
。
ま
た
、
漢
字
の
表
記
は
引
用
文
献
も
含
め

て
通
行
字
体
、
人
名
は
通
称
を
用
い
、
地
名
は
当
時
の
ま
ま
と
し
、

﹇　

﹈
に
は
割
注
、〔　

〕
に
は
稿
者
が
補
足
し
た
語
句
を
記
し
、

「
／
」
は
改
行
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

一 

書
画
碑
帖
の
売
買
を
め
ぐ
る
交
友
関
係

前
稿
で
は
博
文
堂
を
介
し
て
羅
振
玉
や
李
宗
瀚
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
入
手
し
た
こ
と
に
つ
い
て
見
て
き
た
が

 （
５
）、

こ
こ
で
は
、
博
文
堂

以
外
の
大
西
見
山
の
書
画
碑
帖
売
買
に
関
す
る
交
友
関
係
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
こ
う
。

（
１
） 

文
求
堂
（
寸
紅
堂
）

文
求
堂
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
京
都
で
開
業
し
、
明
治

三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
東
京
本
郷
へ
移
転
し
た
中
国
書
専
門
店

で
あ
る
。
実
弟
の
田
中
常
太
郎
（
一
八
八
五
―
一
九
三
九
）
は
明

治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）、
京
都
に
寸
紅
堂
を
開
業
し
、
明
治
末

年
に
は
書
画
碑
帖
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た

 （
６
）。

ま
た
、
寸
紅
堂
は
明

治
末
年
に
は
博
文
堂
が
活
動
す
る
広
島
県
東
部
に
ま
で
販
路
を
広

げ
て
競
合
し
、
し
か
も
、
博
文
堂
と
同
じ
く
初
期
羅
振
玉
書
画
碑

帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
扱
っ
て
い
た
。

明
治
四
五
年（
一
九
一
二
）二
月
七
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼〔
見

山
〕
書
簡
（W

E1-001-5

）
に
、

初
六
〔
二
月
六
日
〕
貴
柬
拝
見
仕
候
陳
者
先
般
御
／
依
頼
仕

候
堂
号
之
義
色
々
御
厚
配
之
為
め
羅
〔
振
玉
〕
藤
〔
内
藤
湖

南
〕
両
先
／
生
に
於
て
早
速
御
撰
／
定
被
下
候
由
御
報
被
下

／
難
有
奉
深
謝
候
／
帖
祖
之
二
字
ハ
如
何
／
ニ
も
妙
と
奉
存

候
間
何
／
卒
羅
〔
振
玉
〕
先
生
の
御
揮
／
毫
御
願
ひ
被
下
度

頼
／
み
上
候
字
体
ハ
篆
隷
／
何
れ
ニ
て
も
宜
敷
候
得
共
先
年

介
文
求
堂
篆
／
書
御
依
頼
致
し
居
候
間
可
相
成
ハ
隷
書
な
れ

ハ
一
入
難
在
仕
合
ニ
御
坐
候
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と
あ
る
よ
う
に
、
大
西
見
山
は
博
文
堂
を
介
し
、
羅
振
玉
に
対
し

て
、
隷
書
で
堂
号
「
帖
祖
斎
」
の
揮
毫
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
一

方
、
本
書
簡
に
は
「
先
年
介
文
求
堂
篆
／
書
御
依
頼
致
し
居
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
羅
振
玉
が
京
都
に
避
居
し
て
ま
も
な
い
明
治

四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
は
、
す
で
に
文
求
堂
を
介
し
て
羅
振
玉

に
篆
書
作
品
の
依
頼
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
博
文
堂
よ
り
も
先
に
、
文
求
堂
が
京
都
避
居
後
の
羅

振
玉
に
接
近
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
二
三
日
油
谷
博
文
堂

宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-003-1

）
に
は
、

…
…
○
文
／
求
堂
も
頻
り
に
書
画
を
見
せ
候
得
共
何
分
代
価

の
高
き
に
閉
口
致
し
候

と
見
え
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
七
日
油
谷
達
宛
大

西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W
E1-003-3

）
に
は
、

…
…
過
日
文
求
〔
堂
〕
代
人
と
し
て
／
寸
紅
堂
突
然
羅
〔
振

玉
〕
／
氏
御
蔵
書
画
巻
／
軸
数
種
相
携
へ
／
来
訪
又
昨
日
古

瓦
磚
及
六
朝
仏
象
〔
像
〕
目
録
送
致
夫
々
／
一
見
蔵

の
冨

／
ニ
驚
き
入
り
候
…
…
既
ニ
文
求
／
等
も
手
を
入
れ
居
候
／

事
故
充
分
御
含
み
置
被
下
度
候

と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
に
は
、
文
求

堂
が
大
西
見
山
の
も
と
に
書
画
を
持
ち
込
み
、
同
年
四
月
に
は
、

文
求
堂
の
代
理
と
し
て
寸
紅
堂
が
大
西
見
山
の
も
と
に
羅
振
玉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
込
み
、
ま
た
、
古
瓦
磚
と
六
朝
仏
像
の

目
録
二
種
も
送
付
し
て
き
た
と
い
う
。
寸
紅
堂
は
、
大
西
見
山

も
の
と
に
立
ち
寄
る
直
前
に
、
広
島
県
の
収
蔵
家
、
久
野
錦
浦

（
一
八
七
五
―
一
九
一
八
）
の
も
と
へ
も
羅
振
玉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
を
持
ち
込
ん
で
お
り

 （
７
）、

こ
の
頃
よ
り
、
文
求
堂
の
関
西
に
お

け
る
書
画
碑
帖
販
売
の
強
化
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。し

か
し
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
二
二
日
油
谷
達
宛

大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-003-4

）
に
、

…
…
文
求
〔
堂
〕
ハ
過
日
来
目
録
﹇
古
銅
／
器
／
古
瓦
博

〔
磚
〕
／
六
朝
仏
﹈
送
致
尽
一
／
見
仕
候
御
収
蔵
之
／
富
ニ

驚
き
入
り
候
／
若
し
御
割
愛
相
／
希
ひ
候
物
御
坐
候
て
も

／
従
来
宋
拓
古
印
／
等
ニ
付
格
別
御
／
尽
力
被
下
候
事
故

／
貴
下
〔
油
谷
達
〕
の
御
周
旋
／
相
希
度
積
り
故
／
文
求

〔
堂
〕
へ
ハ
目
録
相
返
／
し
何
物
も
注
文
不
／
致
候
間
御
安

神
〔
心
〕
／
可
被
下
候
尤
も
文
求
〔
堂
〕
／
分
ハ
同
人
所
持

の
王
／
漁
洋
〔
士

〕
詩
幅
買
受
け
候
﹇
是
ハ
羅
〔
振
玉
〕

先
生
の
御
鑒
／
定
を
経
候
由
故
〔
羅
振
玉
〕
先
／
生
の
御
題

跋
出
来
候
上
ニ
て
／
引
取
り
候
約
束
ニ
候
﹈

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
西
見
山
は
、
羅
振
玉
の
古
印
、
宋
拓
コ

─ 5 ─

レ
ク
シ
ョ
ン
を
博
文
堂
に
周
旋
し
て
も
ら
っ
た
恩
義
に
よ
っ
て
、

文
求
堂
の
目
録
は
返
却
し
て
何
も
買
わ
ず
、
博
文
堂
の
周
旋
を
願

い
た
い
旨
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
確
か
に
大
西
見
山
の
博

文
堂
宛
書
簡
に
は
文
求
堂
（
寸
紅
堂
）
の
名
が
見
え
な
い
。

た
だ
し
、
大
西
見
山
は
例
外
的
に
、
文
求
堂
が
周
旋
し
た
書
画

碑
帖
を
少
な
く
と
も
二
件
購
入
し
て
い
る
。
本
書
簡
に
見
る
「
王

漁
洋
詩
幅
」
と
、「
翁
方
綱
校
勘
淳
化
閣
帖
」
で
あ
る
。

「
王
漁
洋
詩
幅
」
は
、
清
初
の
詩
人
、
王
士
禎
（
一
六
三
四
―

一
七
一
一
）
の
詩
幅
で
あ
り
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月

に
購
入
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
博
文
堂
関
連
の
展

覧
会
（
委
細
不
詳
）
に
出
品
さ
れ
て
い
る

 （
８
）。

「
翁
方
綱
校
勘
淳
化
閣
帖
」
は
、『
王
覃
谿
校
勘
秘
本
淳
化
閣

帖
』（
法
書
会
出
版
部
、
一
九
一
五
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
翁

方
綱
（
一
七
三
三
―
一
八
一
八
）
の
校
勘
が
見
ら
れ
る
「
淳
化
閣

帖
」
粛
府
本
の
こ
と
を
指
す
。
ち
な
み
に
、
粛
府
本
と
は
、
天
啓

元
年
（
一
六
二
一
）
に
完
成
し
た
「
淳
化
閣
帖
」
の
翻
刻
本
の
こ

と
で
あ
る
。

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
大
西
行

礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-002-3

）
に
、

…
…
文
求
〔
堂
〕
の
淳
化
帖
ハ
申
遣
し
候
得
共
未
／
〔
一
三

枚
目
〕
た
見
せ
不
申
候
多
分
〔
中
村
〕
不
折
画
伯
あ
た
り
の

／
手
に
落
ち
候
事
と
想
像
し
居
候

と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
頃
に
は
文
求

堂
が
中
国
か
ら
将
来
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
明
治

四
五
年（
一
九
一
二
）三
月
二
三
日
油
谷
博
文
堂
宛
大
西
行
礼〔
見

山
〕
書
簡
（W

E1-003-1

）
に
、

…
…
文
求
〔
堂
〕
将
来
の
淳
化
ハ
大
抵
帖
祖
斎
の
／
物
ニ
相

成
候
見
込
み
ニ
候

と
あ
る
よ
う
に
、
同
月
に
は
大
西
見
山
が
入
手
し
て
い
る
。
し
か

し
、
同
年
七
月
九
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-
006-1

）
に
、

…
…
尚
々
所
蔵
の
翁
〔
方
綱
〕
氏
／
旧
蔵
粛
府
〔
本
淳
化
〕

閣
帖
／
其
後
澄
清
堂
及
宋
／
拓
淳
化
〔
閣
〕
帖
と
充
分
／
対

校
仕
候
処
既
ニ
右
／
二
帖
を
蔵
す
る
以
上
／
ハ
強
て
必
要
も

無
之
候
／
間
都
合
ニ
て
沽
却
／
致
し
度
候
間
若
し
貴
／
地
ニ

望
の
人
も
御
坐
候
得
／
ハ
何
卒
御
周
旋
相
／
希
度
候
代
価
ハ

／
千
三
百
以
上
五
百
以
下
ニ
御
坐
候

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
大
西
見
山
「
澄
清
堂
帖
」
と

「
宋
拓
淳
化
閣
帖
」
を
入
手
し
て
い
た
た
め
に
、
明
拓
の
「
翁
方

綱
校
勘
淳
化
閣
帖
」
を
、
恐
ら
く
は
文
求
堂
か
ら
の
買
値
に
近

い
、
一
三
〇
〇
円
か
ら
一
五
〇
〇
円
の
間
で
売
却
す
る
よ
う
、
博

文
堂
に
依
頼
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
売
却
は
不
調
に
終
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レ
ク
シ
ョ
ン
を
博
文
堂
に
周
旋
し
て
も
ら
っ
た
恩
義
に
よ
っ
て
、

文
求
堂
の
目
録
は
返
却
し
て
何
も
買
わ
ず
、
博
文
堂
の
周
旋
を
願

い
た
い
旨
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
確
か
に
大
西
見
山
の
博

文
堂
宛
書
簡
に
は
文
求
堂
（
寸
紅
堂
）
の
名
が
見
え
な
い
。

た
だ
し
、
大
西
見
山
は
例
外
的
に
、
文
求
堂
が
周
旋
し
た
書
画

碑
帖
を
少
な
く
と
も
二
件
購
入
し
て
い
る
。
本
書
簡
に
見
る
「
王

漁
洋
詩
幅
」
と
、「
翁
方
綱
校
勘
淳
化
閣
帖
」
で
あ
る
。

「
王
漁
洋
詩
幅
」
は
、
清
初
の
詩
人
、
王
士
禎
（
一
六
三
四
―

一
七
一
一
）
の
詩
幅
で
あ
り
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月

に
購
入
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
博
文
堂
関
連
の
展

覧
会
（
委
細
不
詳
）
に
出
品
さ
れ
て
い
る

 （
８
）。

「
翁
方
綱
校
勘
淳
化
閣
帖
」
は
、『
王
覃
谿
校
勘
秘
本
淳
化
閣

帖
』（
法
書
会
出
版
部
、
一
九
一
五
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
翁

方
綱
（
一
七
三
三
―
一
八
一
八
）
の
校
勘
が
見
ら
れ
る
「
淳
化
閣

帖
」
粛
府
本
の
こ
と
を
指
す
。
ち
な
み
に
、
粛
府
本
と
は
、
天
啓

元
年
（
一
六
二
一
）
に
完
成
し
た
「
淳
化
閣
帖
」
の
翻
刻
本
の
こ

と
で
あ
る
。

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
大
西
行

礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-002-3

）
に
、

…
…
文
求
〔
堂
〕
の
淳
化
帖
ハ
申
遣
し
候
得
共
未
／
〔
一
三

枚
目
〕
た
見
せ
不
申
候
多
分
〔
中
村
〕
不
折
画
伯
あ
た
り
の

／
手
に
落
ち
候
事
と
想
像
し
居
候

と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
頃
に
は
文
求

堂
が
中
国
か
ら
将
来
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
明
治

四
五
年（
一
九
一
二
）三
月
二
三
日
油
谷
博
文
堂
宛
大
西
行
礼〔
見

山
〕
書
簡
（W

E1-003-1

）
に
、

…
…
文
求
〔
堂
〕
将
来
の
淳
化
ハ
大
抵
帖
祖
斎
の
／
物
ニ
相

成
候
見
込
み
ニ
候

と
あ
る
よ
う
に
、
同
月
に
は
大
西
見
山
が
入
手
し
て
い
る
。
し
か

し
、
同
年
七
月
九
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-
006-1

）
に
、

…
…
尚
々
所
蔵
の
翁
〔
方
綱
〕
氏
／
旧
蔵
粛
府
〔
本
淳
化
〕

閣
帖
／
其
後
澄
清
堂
及
宋
／
拓
淳
化
〔
閣
〕
帖
と
充
分
／
対

校
仕
候
処
既
ニ
右
／
二
帖
を
蔵
す
る
以
上
／
ハ
強
て
必
要
も

無
之
候
／
間
都
合
ニ
て
沽
却
／
致
し
度
候
間
若
し
貴
／
地
ニ

望
の
人
も
御
坐
候
得
／
ハ
何
卒
御
周
旋
相
／
希
度
候
代
価
ハ

／
千
三
百
以
上
五
百
以
下
ニ
御
坐
候

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
大
西
見
山
「
澄
清
堂
帖
」
と

「
宋
拓
淳
化
閣
帖
」
を
入
手
し
て
い
た
た
め
に
、
明
拓
の
「
翁
方

綱
校
勘
淳
化
閣
帖
」
を
、
恐
ら
く
は
文
求
堂
か
ら
の
買
値
に
近

い
、
一
三
〇
〇
円
か
ら
一
五
〇
〇
円
の
間
で
売
却
す
る
よ
う
、
博

文
堂
に
依
頼
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
売
却
は
不
調
に
終
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わ
り
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
一
二
月
の
段
階
で
も
大
西
見

山
の
手
許
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

 （
９
）。

（
２
） 
泉
水
信
太
郎

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
六
日
油
谷
博
文
堂
宛
大
西
行

礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-002-3

）
に
、

…
…
過
日
東
京
泉
水
信
太
郎

漢
史
晨
前
後
／
碑
送
り
来
り

候
粛
粛
不
滅
本
ニ
て
一
寸
妙
と
存
／
し
候
得
共
同
し
事
な
れ

ハ
他
日
羅
〔
振
玉
〕
先
生
御
蔵
／
の
分
御
譲
与
相
希
度
存
し

其
儘
返
送
／
致
し
申
候

と
あ
る
。
泉
水
信
太
郎
は
千
葉
県
の
出
身
、
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
に
東
京
外
国
語
学
校
（
現
在
の
東
京
外
国
語
大
学
）

の
清
語
学
科
を
卒
業
し
た
人
物
で
あ
る

 （
10
）。『

書
苑
』
二
巻
八
号

（
一
九
一
三
）
の
「
蘭
亭
脩
禊
記
念
会
記
事
」（
二
―
六
頁
）
に

「
協
賛
会
員
」（
二
頁
）
と
し
て
名
が
見
え
、「
歙
県
蘭
亭
墨
帖
」（
四

頁
）
を
出
品
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
泉
水
信
太
郎
は
、
中
国
通
で

あ
り
、
ま
た
書
画
に
も
関
心
の
あ
っ
た
人
物
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
骨
董
商
と
し
て
の
活
動
は
確
認
で
き

な
い
た
め
、
個
人
輸
入
の
形
で
大
西
見
山
の
も
と
に
「
史
晨
碑
」

（
一
六
九
）
の
碑
陽
、
碑
陰
の
揃
っ
た
一
具
の
拓
本
（「
前
後
／
碑
」）

を
送
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
粛
粛
不
滅
本
」
の
「
粛
粛
」
と
は
、「
史
晨
碑
」（
碑
陽
）
第

四
行
二
二
、
二
三
字
を
指
し
、「
粛
」
第
四
行
二
三
字
は
道
光
初

年
以
後
に
欠
損
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
よ
っ
て
、「
粛
粛
不
滅
本
」

と
は
そ
れ
以
前
の
拓
本
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

 （
11
）。

（
３
） 

山
中
商
会

山
中
商
会
は
、
山
中
定
次
郎
（
一
八
六
六
―
一
九
三
六
）
が

日
本
及
び
欧
米
に
展
開
し
た
骨
董
商
で
あ
り
、
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
三
月
頃
に
高
価
な
書
画
類
を
除
く
恭
親
王
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
一
括
し
て
購
入
し
た
こ
と
で
、
世
界
的
な
名
声
を
博
し

た

 （
12
）。明

治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
一
八
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼

〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-005-1

）
に
、

…
…
尚
々
近
来
山
中
〔
商
会
〕

頻
ニ
入
／
札
目
録
送
り
来

り
候
得
共
／
先
般
来
御
蔭
ニ
て
羅
〔
振
玉
〕
／
先
生
名
品
拝

見
致
し
候
為
／
め
宛
カ
も
京
美
人
を
見
て
而
／
後
田
婦
ニ
対

す
る
如
く
頓
と
／
気
か
移
り
不
申
候
好
笑

と
あ
る
よ
う
に
、
山
中
商
会
も
出
入
り
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る

が
、
大
西
見
山
に
と
っ
て
は
、
羅
振
玉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
う
が

優
品
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
山
中

商
会
が
販
売
し
た
中
国
文
物
に
は
書
画
碑
帖
も
含
ま
れ
て
い
た
と
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見
ら
れ
、
例
え
ば
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
二
二
日
油

谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-015-1

）
に
、

…
…
節
庵
〔
溥
光
〕
禅
師
巻
／
両
〔
羅
振
玉
、
内
藤
湖
南
〕

先
生
御
鑒
定
ニ
て
真
／
迹
と
相
定
ま
り
大
／
慶
不
過
之
候
実

ハ
／
先
〔
達
〕
手
山
中
〔
商
会
〕

手
ニ
入
れ
候
／
品
ニ
て

餘
り
廉
価
故
／
少
々
不
思
議
ニ
存
し
／
居
候
得
共
今
回
御
跋

／
文
御
認
め
被
下
候
得
ハ
／
大
ニ
安
神
〔
心
〕
仕
候

と
あ
る
よ
う
に
、
元
僧
の
「
溥
光
禅
師
巻
」
を
廉
価
で
入
手
し
て

い
る
。
な
お
、
本
書
簡
に
見
え
る
「
御
跋
／
文
」
と
は
羅
振
玉
に

よ
る
も
の
で
あ
る

 （
13
）。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）

頃
、
山
中
商
会
は
頻
繁
に
入
札
目
録
を
作
成
し
、
中
国
の
文
物
を

日
本
の
収
蔵
家
に
販
売
し
よ
う
と
し
て
い
た
実
態
が
判
明
し
た
。

（
４
） 

東
京
二
酉
堂

東
京
二
酉
堂
は
、『
郵
便
振
替
貯
金
加
入
者
氏
名
及
番
号
』（
郵

便
貯
金
局
、
一
九
〇
九
、
四
四
頁
）
に
、

東
京 

貳
九
番 

石
倉
千
次 

二
酉
堂 

東
京
市
神
田
区
松
永
町

二
十
九
番
地 

図
書
出
版
業

と
あ
る
「
二
酉
堂
」
と
推
定
さ
れ
る
。「
二
酉
堂
」
は
琉
璃
廠
で

も
著
名
な
書
肆
で
あ
り
、
屋
号
は
そ
れ
に
基
づ
く
可
能
性
が
高

い
。
那
波
利
貞
『
燕
呉
載
筆
』（
同
文
館
、
一
九
二
五
、
一
四
二
頁
）

に
は
、「
…
…
二
酉
堂
に
至
り
て
は
明
代
以
来
の
老
書
肆
と
謂
は

れ
、
北
京
の
書
肆
の
耆
宿
と
し
て
老
二
酉
の
名
さ
へ
称
せ
ら
る
る

所
、
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
二
月

二
六
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-008-2

）
に
、

○
乍
序
申
進
候
過
日
／
東
京
二
酉
堂
将
来
／
の
宋
拓
麓
山
寺

／
碑
﹇
呉
平
斎
〔
雲
〕
潘
祖
蔭
／
旧
蔵
品
﹈
／
一
帖
送
来
候

間
例
の
／
分
と
比
較
仕
候
処
過
／
眼
ニ
て
ハ
在
伯
仲
の
間
／

物
の
様
見
受
け
候
併
／
し
重
複
致
し
候
間
今
／
夕
ハ
一
先
返

送
致
し
候

と
あ
る
よ
う
に
、
東
京
二
酉
堂
か
ら
、
清
の
呉
雲
（
一
八
一
一
―

一
八
八
三
）、
潘
祖
蔭
（
一
八
三
〇
―
一
八
九
〇
）
旧
蔵
の
「
宋

拓
麓
山
寺
碑
」
が
送
付
さ
れ
た
が
、
例
の
（
羅
振
玉
所
蔵
本
を
指

す
と
見
ら
れ
る
）「
宋
拓
麓
山
寺
碑
」
と
大
差
が
な
い
こ
と
か
ら

返
却
し
た
と
い
う

 （
14
）。

（
５
） 

長
崎
池
庄

河
瀬
秀ひ
で

治は
る

（
一
八
四
〇
―
一
九
二
八
）「
○
上
海
居
留
日
本
商

人
の
景
況
」（『
商
務
局
雑
報
』
第
二
七
号
、
大
蔵
省
商
務
局
、

一
八
七
九
、
八
三
頁
）
に
、

…
…
上
海
居
留
ノ
日
本
人
ヲ
通
計
ス
レ
ハ
其
数
百
七
十
余
人

ノ
多
キ
ニ
及
フ
ト
雖
モ
商
業
ニ
従
事
ス
ル
者
甚
タ
僅
々
ナ
リ
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…
…
永
昌
号
﹇
長
崎
池
庄
出
店
／
陶
器
漆
器
等
﹈

と
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
長
崎
池
庄
は
少
な
く
と
も
明
治
一
二
年

（
一
八
七
九
）
に
は
上
海
に
出
店
し
、
陶
器
や
漆
器
を
販
売
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
掲
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
二
月
二
六

日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
書
簡
（W

E1-008-2

）
に
、

…
…
又
数
／
日
前
長
崎
池
庄
と
／
申
候
道
具
屋
程
松
／
円
〔
嘉

燧
〕
山
水
画
冊
将
来
／
当
地
道
具
屋
大
／
讃
ニ
て
持
参
一
見

仕
／
候
処
一
昨
年
拝
見
／
の
羅
〔
振
玉
〕
氏
之
分
ニ
比
す
れ

／
ハ
全
く
似
非
物
ニ
相
／
違
な
く
不
覚
失
咲
〔
笑
〕
／
仕
候

と
あ
る
よ
う
に
、
大
西
見
山
は
羅
振
玉
所
蔵
品
を
基
準
作
品
と
し

て
鑑
定
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

 （
15
）。

ま
た
、
長
崎
池
庄
は
香

川
県
の
骨
董
屋
の
大
讃
を
通
じ
て
大
西
見
山
と
接
点
を
見
出
し
た

こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

（
６
） 

廉
泉

廉
泉
（
一
八
六
八
―
一
九
三
一
）
は
、
江
蘇
省
無
錫
の
人
。
字

は
恵
卿
（
恵
清
）、
号
は
小
万
柳
堂
、
詩
人
、
書
画
碑
帖
の
収
蔵

家
と
し
て
活
動
し
、
文
明
書
局
の
経
営
に
も
参
画
し
た

 （
16
）。

宮
本

昂
、
宮
玉
甫
兄
弟
旧
蔵
の
明
清
書
画
名
家
約
八
〇
〇
名
に
よ
る
扇

面
一
〇
五
三
枚
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
著
名
で
あ
る
。
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
一
二
月
に
は
、
神
戸
に
南
湖
扇
面
美
術
館
を
開
館

し
た
。
計
六
度
も
来
日
し
て
日
本
人
士
と
交
流
し
、
時
に
は
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
売
却
を
図
っ
て
い
る
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
〇
月
一
二
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大

観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-013-4

）
に
、

…
…
扨
て
先
日
の
鄧
完
／
白
〔
石
如
〕
双
聯
ハ
至
極
／
妙
品

ニ
て
今
以
て
／
未
錬
〔
練
〕
相
残
り
申
居
候
／
処
先
日
廉

〔
泉
〕
氏

／
山
石
写
真
送
り
／
呉
れ
候
様
通
知
／
御
坐
候

間
右
写
真
／
一
見
の
上
の
都
合
ニ
て
／
御
面
談
致
し
度
事
／

出
来
候
哉
も
知
れ
す
／
候
間
其
御
含
ミ
相
／
希
候

と
あ
り
、
ま
た
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
三
月
一
二
日
原
田
庄

左
衛
門
〔
大
観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-014-2

）

に
、

…
…
昨
日
廉
〔
泉
〕
氏

書
／
帖
及
完
白
〔
鄧
石
如
〕
銘
詞

景
／
本
御
送
り
被
下
候
其
れ
ニ
／
依
れ
ハ
石
ハ
横
四
尺
／
高

一
尺
と
申
事
ニ
御
／
坐
候
左
す
れ
ハ
餘
程
之
大
石
ニ
て
日
本

流
の
／
坐
敷
特
ニ
拙
宅
等
／
ニ
て
ハ
到
底
陳
列
／
之
塲
所
無

之
且
又
／
平
生
持
扱
ニ
も
困
／
難
可
致
と
存
候
間
／
石
ハ
如

何
ニ
も
結
構
／
な
る
物
と
想
や
ら
れ
／
候
得
共
何
分
右
／
之

次
第
ニ
て
不
得
／
已
断
念
仕
候
何
／
卒
此
義
御
先
／
方
へ
御

話
之
上
宜
敷
／
御
断
奉
願
候
因
／
て
完
白
〔
鄧
石
如
〕
楹
聯

一
副
、
及
廉
〔
泉
〕
呉
〔
芝
瑛
〕
両
家
尺
牘
、
／
楹
聯
目
録
、
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等
一
／
併
返
上
仕
候
間
御
／
査
収
奉
希
候

と
あ
る
。
こ
の
二
書
簡
を
見
る
と
、
原
田
大
観
に
よ
っ
て
廉
泉
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
西
見
山
に
仲
介
さ
れ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

購
入
は
せ
ず
に
返
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
鄧
完
／
白
〔
石
如
〕
双
聯
」
と
「
完
白
〔
鄧
石
如
〕
楹
聯
一
副
」

と
は
同
一
の
も
の
と
見
ら
れ
、
南
湖
扇
面
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て

い
た
「
滄
海
日
対
聯
」（
嘉
慶
九
年
〔
一
八
〇
四
〕、
隷
書
）
を
指

す
も
の
と
見
ら
れ
る

 （
17
）。

ま
た
、「
完
白
〔
鄧
石
如
〕
銘
詞
」（
委
細

不
明
）
の
刻
さ
れ
た
石
板
自
体
も
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
大
西
見
山
は
鄧
石
如
（
一
七
四
三
―
一
八
〇
五
）
の
書

に
も
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
７
） 

彙
文
堂

野
田
宇
太
郎
に
よ
る
と
、
彙
文
堂
は
漢
籍
、
中
国
書
専
門
の

書
肆
で
あ
り
、
少
年
の
頃
か
ら
文
求
堂
で
奉
公
し
た
大
島
友
直

（
？
―
一
九
二
二
）
が
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
独
立
し
、

河
原
町
荒
神
口
下
ル
東
側
に
河
井
荃
廬
（
一
八
七
一
―
一
九
四
五
）

の
命
名
で
開
業
し
た
と
い
う
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）、
京

都
帝
国
大
学
文
科
大
学
が
開
設
さ
れ
る
に
伴
い
、
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
に
寺
町
通
丸
太
町
南
入
に
移
転
し
た
と
い
う
。
大

正
五
年
（
一
九
一
六
）
年
一
〇
月
に
は
『
冊
府
』
と
い
う
目
録
兼

論
考
掲
載
の
小
冊
子
を
刊
行
し
て
い
る

 （
18
）。

店
の
看
板
「
彙
文
堂
書

荘
」
は
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
―
一
九
三
四
）
の
手
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
現
在
も
営
業
し
て
い
る
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

一
〇
月
二
二
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕

書
簡
（W

E1-016-1

）
に
、

…
…
先
刻
彙
文
堂

支
那
／
書
画
目
録
参
り
一
見
仕
候
処
大

分
／
名
人
の
名
前
御
坐
候
御
一
覧
被
成
候
哉
如
何

と
見
え
る
よ
う
に
、
京
都
の
書
肆
、
彙
文
堂
に
お
い
て
も
、
文
求

堂
の
書
画
碑
帖
の
売
買
に
倣
い
、
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
８
） 

大
谷
瑩
誠

大
谷
瑩え
い
じ
よ
う誠（

一
八
七
八
―
一
九
四
八
）
は
、
真
宗
大
谷
派
の
僧

で
、
第
一
三
代
大
谷
大
学
学
長
で
あ
る
。
院
号
は
能
浄
院
、
別
号

は
禿
庵
。
漢
籍
、
敦
煌
文
献
、
古
印
、
硯
な
ど
の
中
国
文
物
を
中

心
と
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
、
そ
の
多
く
は
大
谷
大
学
に

寄
贈
さ
れ
（
禿
庵
文
庫
）、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
設
立

さ
れ
た
大
谷
大
学
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
一
月
二
六
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大

観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-017-3

）
に
、

…
…
陳
者
只
今
電
話
ニ
て
御
談
／
致
候
得
共
尚
重
ね
て
申
上
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候
／
能
浄
院
大
谷
師
〔
瑩
誠
〕
御
来
駕
の
義
拝
／
承
致
候
御

同
好
の
事
故
何
尓
〔
に
〕
て
も
／
御
覧
ニ
入
れ
申
候
…
…
尚

日
取
御
確
定
被
来
／
候
得
ハ
御
一
報
可
被
下
度
候
／
法
帖
全

部
及
銅
印
ハ
必
す
取
／
寄
せ
申
置
候

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
上
掲
「
化
度
寺
故
僧
邕
禅
師
舎
利
塔

銘
」
を
含
め
た
大
西
見
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
を
、
原
田
大
観

を
介
し
て
大
谷
瑩
誠
に
打
診
し
て
い
る
。
同
年
一
二
月
に
な
っ
て

も
交
渉
は
不
調
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
再
交
渉
が
行
わ

れ
て
大
谷
瑩
誠
に
売
却
さ
れ
て
い
る

 （
19
）。

ち
な
み
に
、
こ
の
大
西
見

山
と
大
谷
瑩
誠
と
の
交
友
関
係
に
よ
り
、
昭
和
三
六
―
三
七
年

（
一
九
六
一
―
一
九
六
二
）
に
は
、
大
西
見
山
の
漢
籍
が
大
谷
大

学
に
購
入
さ
れ
て
い
る

 （
20
）。

（
９
） 

江
藤
濤
雄

江
藤
濤
雄
（
一
八
八
〇
―
？
）
は
、
中
国
文
物
を
取
り
扱
っ
た

東
京
の
骨
董
商
で
あ
り
、
下
谷
区
上
野
花
園
町
四
に
店
舗
が
あ
っ

た
と
い
う
。
屋
号
の
長
安
荘
は
、
義
和
団
事
件
（
一
九
〇
〇
）
当

時
、
西
安
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る

 （
21
）。

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
四
月
一
六
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大

観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-018-5

）
に
、

…
…
先
日
東
／
京
江
藤
〔
濤
雄
〕

金
沢
文
庫
／
本
古
写
文

選
一
巻
写
真
送
／
〔
七
枚
目
〕
来
候
（〔
内
藤
〕
湖
南
先
生

ハ
既
ニ
御
覧
被
成
／
候
由
ニ
御
坐
候
）
品
物
ハ
気
ニ
入
候
／

得
共
代
価
の
昻
き
ニ
驚
入
申
候

と
あ
る
。「
金
沢
文
庫
古
写
文
選
一
巻
」
は
「
金
沢
文
庫
本
古
写

文
選
」（
国
宝
、
東
洋
文
庫
所
蔵
）
を
指
す
と
見
ら
れ
、
江
藤
濤

雄
は
大
西
見
山
に
斡
旋
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
昭

和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
月
二
二
日
原
田
悟
朗
宛
大
西
行
礼
〔
見

山
〕
書
簡
（C-11-2

）
に
、

…
…
然
ハ
羅
原
覚
氏
／
御
来
訪
之
義
御
紹
介
相
成
候
処
実
ハ

／
先
日
江
藤
〔
濤
雄
〕

同
様
の
義
照
会
御
／
坐
候
得
共

…
…
羅
〔
原
覚
〕
氏
と
ハ
是
非
迎
謁
拙
蔵
の
物
乞
／
清
鑒
併

へ
御
将
来
の
〔
集
字
〕
聖
教
序
善
／
本
も
拝
見
仕
度
候
得
共

生
憎
前
述
の
／
仕
合
故
折
角
遠
客
を
迎
へ
席
／
上
突
然
発
作

致
し
候
て
ハ
甚
失
礼
／
仕
候
間
乍
遺
憾
此
度
ハ
御
断
り
申
上

／
け
他
日
御
航
之
時
を
期
し
度
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
江
藤
濤
雄
は
、
広
東
の
書
画
碑
帖
の
収
蔵
家

で
あ
る
羅
原
覚
（
一
八
九
一
―
一
九
六
五
）
の
歓
迎
会
に
大
西
見

山
を
誘
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
歓
迎
会
は
原
田
悟
朗
か
ら
も

誘
っ
て
い
る
よ
う
に
、
長
安
荘
と
博
文
堂
は
書
画
碑
帖
の
販
売
に

お
い
て
協
力
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

─ 11 ─

（
10
） 

林
朗
庵

林
朗
庵
（
一
八
九
七
―
一
九
七
一
）、
名
は
熊
光
、
実
業
家
、

書
画
碑
帖
の
収
蔵
家
と
し
て
名
高
い

 （
22
）。

林
朗
庵
は
関
東
大
震
災

（
一
九
二
三
）
で
罹
災
し
た
た
め
に
、
こ
の
時
期
に
自
身
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
売
却
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
大
西
見

山
が
引
き
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
四
月
三
〇
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大

観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-017-6

）
に
、

…
…
例
之
林
／
熊
光
〔
林
朗
庵
〕
帖
代
金
決
済
／
未
了
ニ
て

誠
ニ
心
苦
敷
／
存
候
間
一
先
返
上
致
／
置
度
明
日
幸
便
有
／

之
托
之
返
上
致
さ
せ
候
／
間
御
照
収
可
被
下
候

と
あ
る
よ
う
に
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
三
）
四
月
に
は
、
林
朗

庵
か
ら
何
か
し
ら
の
碑
帖
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
五
月

二
一
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡

（W
E1-017-7

）
に
、

…
…
林
〔
朗
庵
〕
氏
蔵
品
之
内
左
記
／
三
点
一
応
拝
見
致
し

度
候
間
御
差
支
へ
無
／
之
候
得
ハ
御
発
送
／
希
上
候
尤
京
都

の
例
の
人
〔
寸
紅
堂
の
田
中
常
太
郎
〕
へ
ハ
極
内
ニ
て
／
一

張
舩
山
〔
問
陶
〕
書
画
帖
／
一
張
蒼
水
〔
煌
言
〕
行
書
幅
／

一
龔
鼎

行
書
幅
／
計
三
点

と
見
え
る
よ
う
に
、
断
続
的
に
林
朗
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
原
田
大

観
を
介
し
て
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
林
朗
庵
は
文
求

堂
（
寸
紅
堂
）
と
も
関
わ
り
が
深
か
っ
た
た
め
、
博
文
堂
と
競
合

す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
西
見
山
は
「
京
都
の
例
の

人
へ
が
極
内
ニ
て
」
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
11
） 

親
族

大
西
見
山
の
親
族
で
、
収
蔵
に
関
わ
っ
た
人
物
に
は
橋
本
吉

兵
衛
（
一
八
六
二
―
一
九
二
四
）
と
伊
藤
長
次
郎
（
五
代
目
、

一
八
七
三
―
一
九
五
九
）
が
い
る

 （
23
）。

橋
本
吉
兵
衛
は
、
広
島
県
平

民
で
多
額
納
税
者
、
第
六
十
六
銀
行
の
頭
取
な
ど
を
務
め
た
人
物

で
あ
り
、
大
西
見
山
の
妻
タ
ツ
の
兄
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
西
見

山
の
三
女
節
（
一
九
〇
三
―
？
）
は
橋
本
吉
兵
衛
の
長
男
、
橋

本
龍
一
（
一
八
九
三
―
一
九
六
八
）
に
嫁
し
て
お
り
、
橋
本
吉
兵

衛
と
は
昵
懇
の
仲
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
藤
長
次
郎
は
兵
庫
県
平

民
で
多
額
納
税
者
で
実
業
家
、
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
人
物
で
あ

り
、
大
西
見
山
の
妹
ヱ
イ
（
一
八
七
五
―
？
）
が
嫁
い
で
い
る
。

大
正
二
年（
一
九
一
三
）二
月
一
九
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼〔
見

山
〕
書
簡
（W

E1-008-3

）
に
、

…
…
過
日
来
播
〔
磨
〕
備
〔
前
〕
地
／
方
へ
参
り
居
り
橋
本

〔
吉
兵
衛
宅
〕
／
ニ
て
例
の
鄒
一
桂
／
百
花
百
詩
巻
及
／
ひ

朱
竹

〔
彝
尊
〕
詩
冊
並
／
ニ
張
舩
山
〔
問
陶
〕
墨
梅
／
小
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（
10
） 

林
朗
庵

林
朗
庵
（
一
八
九
七
―
一
九
七
一
）、
名
は
熊
光
、
実
業
家
、

書
画
碑
帖
の
収
蔵
家
と
し
て
名
高
い

 （
22
）。

林
朗
庵
は
関
東
大
震
災

（
一
九
二
三
）
で
罹
災
し
た
た
め
に
、
こ
の
時
期
に
自
身
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
売
却
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
大
西
見

山
が
引
き
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
四
月
三
〇
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大

観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-017-6

）
に
、

…
…
例
之
林
／
熊
光
〔
林
朗
庵
〕
帖
代
金
決
済
／
未
了
ニ
て

誠
ニ
心
苦
敷
／
存
候
間
一
先
返
上
致
／
置
度
明
日
幸
便
有
／

之
托
之
返
上
致
さ
せ
候
／
間
御
照
収
可
被
下
候

と
あ
る
よ
う
に
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
三
）
四
月
に
は
、
林
朗

庵
か
ら
何
か
し
ら
の
碑
帖
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
五
月

二
一
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡

（W
E1-017-7

）
に
、

…
…
林
〔
朗
庵
〕
氏
蔵
品
之
内
左
記
／
三
点
一
応
拝
見
致
し

度
候
間
御
差
支
へ
無
／
之
候
得
ハ
御
発
送
／
希
上
候
尤
京
都

の
例
の
人
〔
寸
紅
堂
の
田
中
常
太
郎
〕
へ
ハ
極
内
ニ
て
／
一

張
舩
山
〔
問
陶
〕
書
画
帖
／
一
張
蒼
水
〔
煌
言
〕
行
書
幅
／

一
龔
鼎

行
書
幅
／
計
三
点

と
見
え
る
よ
う
に
、
断
続
的
に
林
朗
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
原
田
大

観
を
介
し
て
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
林
朗
庵
は
文
求

堂
（
寸
紅
堂
）
と
も
関
わ
り
が
深
か
っ
た
た
め
、
博
文
堂
と
競
合

す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
西
見
山
は
「
京
都
の
例
の

人
へ
が
極
内
ニ
て
」
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
11
） 

親
族

大
西
見
山
の
親
族
で
、
収
蔵
に
関
わ
っ
た
人
物
に
は
橋
本
吉

兵
衛
（
一
八
六
二
―
一
九
二
四
）
と
伊
藤
長
次
郎
（
五
代
目
、

一
八
七
三
―
一
九
五
九
）
が
い
る

 （
23
）。

橋
本
吉
兵
衛
は
、
広
島
県
平

民
で
多
額
納
税
者
、
第
六
十
六
銀
行
の
頭
取
な
ど
を
務
め
た
人
物

で
あ
り
、
大
西
見
山
の
妻
タ
ツ
の
兄
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
西
見

山
の
三
女
節
（
一
九
〇
三
―
？
）
は
橋
本
吉
兵
衛
の
長
男
、
橋

本
龍
一
（
一
八
九
三
―
一
九
六
八
）
に
嫁
し
て
お
り
、
橋
本
吉
兵

衛
と
は
昵
懇
の
仲
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
藤
長
次
郎
は
兵
庫
県
平

民
で
多
額
納
税
者
で
実
業
家
、
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
人
物
で
あ

り
、
大
西
見
山
の
妹
ヱ
イ
（
一
八
七
五
―
？
）
が
嫁
い
で
い
る
。

大
正
二
年（
一
九
一
三
）二
月
一
九
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼〔
見

山
〕
書
簡
（W

E1-008-3

）
に
、

…
…
過
日
来
播
〔
磨
〕
備
〔
前
〕
地
／
方
へ
参
り
居
り
橋
本

〔
吉
兵
衛
宅
〕
／
ニ
て
例
の
鄒
一
桂
／
百
花
百
詩
巻
及
／
ひ

朱
竹

〔
彝
尊
〕
詩
冊
並
／
ニ
張
舩
山
〔
問
陶
〕
墨
梅
／
小
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巻
一
見
仕
候
百
／
花
百
詩
ハ
実
ニ
想
／
像
以
上
の
見
事
／
な

る
物
ニ
て
驚
歎
／
の
外
無
之
候
又
竹
／

〔
朱
彝
尊
〕
詩
冊

ハ
特
ニ
不
／
堪
垂
涎
候
…
…
次
ニ
羅
〔
振
玉
〕
氏
御
所
／
蔵

の
古
銭
五
百
／
枚
始
終
念
頭
ニ
／
懸
り
居
候
得
共
其
儘
／
ニ

辛
防
〔
抱
〕
致
居
り
過
／
日
義
弟
伊
藤
／
長
次
郎
へ
相
話
し

／
申
候
処
如
何
ニ
も
珎
〔
珍
〕
／
ら
敷
物
故
ほ
し
き
／
物
と

申
居
候
処
本
日
／
別
帋
の
通
り
申
来
り
候
間
御
都
／
合
ニ
て

一
応
同
人
へ
／
拝
見
方
御
斗
ひ
被
／
下
度
成
否
ハ
難
／
予
測

候
得
共
多
／
分
頂
戴
致
候
事
と
／
存
候
間
可
成
ハ
現
／
品
の

一
部
分
な
り

／
見
本
と
し
て
神
戸
三
／
宮
穴
門
上
伊
藤
／

地
処
差
配
処
迄
／
乍
御
苦
労
御
携
／
帯
御
出
張
被
下
候
得
ハ

／
好
都
合
ニ
御
坐
候
／
同
人
ハ
斯
道
ニ
ハ
至
／
極
嗜
好
な
き

者
／
故
古
銭
の
可
貴
事
／
及
羅
〔
振
玉
〕
藤
〔
内
藤
湖
南
〕

両
先
生
／
御
意
見
充
分
／
御
話
し
被
下
度
同
人
／
ニ
於
て
収

蔵
致
し
候
／
得
ハ
小
生
〔
大
西
見
山
〕
所
蔵
と
同
／
様
ニ
て

当
人
〔
伊
藤
長
次
郎
〕

小
生
〔
大
西
見
山
〕
之
／
方
大
満

足
ニ
御
坐
候
／
若
し
御
出
張
之
節
／
ハ
前
以
て
御
照
会
／
被

下
候
得
ハ
同
人
〔
伊
藤
長
次
郎
〕
神
／
戸
へ
出
後
迎
接
／
致

し
候
筈
ニ
御
坐
候

と
あ
り
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
二
月
に
大
西
見
山
が
橋
本

吉
兵
衛
宅
と
伊
藤
長
次
郎
宅
に
訪
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
橋
本
長
次
郎
宅
で
過
眼
し
た
「
例
の
鄒
一
桂
／
百
花
百
詩
巻

及
／
ひ
朱
竹

〔
彝
尊
〕
詩
冊
並
／
ニ
張
舩
山
〔
問
陶
〕
墨
梅
／

小
巻
」
は
、「
例
の
」
と
あ
る
よ
う
に
、
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
指
す
と
見
ら
れ
、
博
文
堂
を
介
し
て
購
入
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

 （
24
）。

そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
は
、
明
治
四
五

年
（
一
九
一
二
）
二
月
六
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡

（W
E1-001-4

）
に
、

…
…
尚
々
宋
拓
の
事
過
日
／
早
速
橋
本
〔
吉
兵
衛
〕
へ
通
知

／
仕
候
処
澄
清
堂
帖
／
と
漢
印
と
に
ハ
一
驚
／
致
候
様
子
ニ

御
坐
候

と
あ
る
よ
う
に
、
橋
本
吉
兵
衛
に
は
そ
も
そ
も
骨
董
趣
味
が
あ

り
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
頃
に
は
、
少
な
く
と
も
大
西
見

山
を
介
し
て
博
文
堂
と
面
識
を
得
て
、
そ
の
後
博
文
堂
か
ら
購
入

し
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
伊
藤
長
次
郎
に
関
し
て
は
、
大
西
見
山
を
介
し
て
博
文

堂
と
面
識
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
簡
に
は
、
大
西
見
山
が

購
入
を
見
送
っ
た
羅
振
玉
所
蔵
の
古
銭
五
〇
〇
枚
に
関
し
て
、
義

弟
の
伊
藤
長
次
郎
に
勧
め
、
油
谷
達
に
そ
の
一
部
分
を
伊
藤
長
次

郎
方
に
送
付
し
、
骨
董
趣
味
の
な
い
伊
藤
長
次
郎
に
対
し
て
、
古

銭
の
価
値
に
つ
い
て
羅
振
玉
、
内
藤
湖
南
の
意
見
を
添
え
て
説
明

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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博
文
堂
は
そ
の
後
、
神
戸
の
伊
藤
長
次
郎
の
も
と
を
訪
れ
た
よ

う
で
あ
り
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
五
日
油
谷
達
宛
大
西

行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-009-1

）
に
、

拝
啓
陳
者
過
日
ハ
／
神
戸
御
出
張
被
下
／
尚
又
御
入
洛
日
ニ

御
／
周
旋
被
下
御
蔭
を
／
以
て
妙
品
沢
山
手
ニ
／
入
り
大
満

足
之
旨
昨
／
日
伊
藤
〔
長
次
郎
〕

申
来
り
候
／
此
段
小
生

〔
大
西
見
山
〕

も
大
ニ
／
御
礼
申
上
候
目
録
一
／
覧
仕
候

処
銭
舜
／
挙
〔
選
〕
／
以
下
何
れ
も
名
品
ニ
／
て
小
生
〔
大

西
見
山
〕
も
大
慶
此
事
／
ニ
候
宋
刻
絲
画
幅
／
ハ
伊
藤
〔
長

次
郎
〕
も
大
喜
と
拝
見
／
候
…
…
尚
々
過
日
伊
藤
〔
長
次
郎
〕

拝
／
見
仕
候
非
売
品
の
／
銅
器
二
種
ハ
如
何
／
な
る
物
ニ
候

哉
御
序
／
之
節
品
名
御
一
／
報
奉
希
候

と
記
さ
れ
て
い
る
。
博
文
堂
は
古
銭
だ
け
で
な
く
、「
御
入
洛
日
」

以
下
に
見
え
る
よ
う
に
、
神
戸
出
張
前
に
京
都
の
羅
振
玉
の
も
と

か
ら
書
画
及
び
古
銅
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
出
し
て
、
伊
藤

長
次
郎
に
紹
介
し
た
よ
う
で
あ
り
、
伊
藤
長
次
郎
は
少
な
く
と
も

「
宋
刻
絲
画
幅
」
を
こ
の
時
に
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
三
月
一
四
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
研
山
〕
書

簡
（W
E1-012-1

）
に
、

…
…
伊
藤
〔
長
次
郎
〕

今
以
て
手
帋
参
／
り
不
申
候
…
…

手
帋
之
有
無
／
ニ
拘
ハ
ら
す
か
ゝ
ル
天
下
之
妙
／
品
ハ
此
機

会
を
以
て
是
／
非
同
家
の
所
蔵
と
帰
し
／
候
様
乍
蔭
祈
申
居

候

と
あ
る
よ
う
に
、
大
西
見
山
は
強
く
古
銭
に
関
し
て
伊
藤
長
次
郎

に
斡
旋
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
が
、
交
渉
は
不
調
に
終
わ
っ
た

よ
う
で
あ
る

 （
25
）。

こ
の
よ
う
に
、
伊
藤
長
次
郎
も
大
西
見
山
の
斡
旋

に
よ
り
博
文
堂
よ
り
文
物
を
購
入
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

以
上
の
検
討
結
果
に
基
づ
い
て
、
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
の
第

二
期
に
お
け
る
書
画
碑
帖
の
日
本
へ
の
複
層
的
な
流
入
経
路
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
め
に

か
け
て
は
、
大
西
見
山
の
も
と
へ
、
個
人
で
の
売
り
込
み
（
泉
水

信
太
郎
）
や
、
他
業
種
（
文
求
堂
〔
寸
紅
堂
〕、
東
京
二
酉
堂
、

長
崎
池
庄
、
彙
文
堂
）
か
ら
の
参
入
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
中

国
の
書
画
碑
帖
の
市
場
は
、
こ
れ
か
ら
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
新

規
開
拓
分
野
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、

本
格
的
な
市
場
形
成
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、
京
都
避
居
に

伴
い
、
日
本
に
大
量
の
文
物
を
持
ち
込
ん
だ
羅
振
玉
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
そ
し
て
、
山
中
商
会
、
東
京
二
酉
堂
、
長
崎
池
庄
の

例
に
見
る
よ
う
に
、
収
蔵
家
の
大
西
見
山
は
、
こ
の
よ
う
な
持
ち

込
ま
れ
た
書
画
碑
帖
に
対
し
て
、
初
期
羅
振
玉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
鑑
識
眼
を
養
い
、
そ
れ
ら
を
基
準
作
品
と
し
て
購
入
の
検

討
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
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ま
た
、
大
正
中
葉
を
過
ぎ
る
と
、
書
画
碑
帖
の
優
品
を
扱
う
業

者
は
、
少
数
の
業
者
に
よ
っ
て
寡
占
さ
れ
て
い
く
状
況
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
業
者
と
し
て
文
求
堂
（
寸
紅
堂
）
と

博
文
堂
が
挙
げ
ら
れ
、
両
者
は
競
合
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
特
に
、
初
期
羅
振
玉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
は
、
久

野
錦
浦
や
大
西
見
山
の
事
例
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
が
と

も
に
交
友
関
係
に
あ
っ
た
羅
振
玉
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て

熾
烈
な
販
売
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
大
西
見
山
は
羅
振
玉
の
古
印
、
宋
拓
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
博
文
堂
に
周
旋
し
て
も
ら
っ
た
恩
義
に
よ
っ
て
、
明

治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
以
後
は
博
文
堂
を
出
入
り
業
者
と
し
て

優
遇
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
廉
泉
、
大
谷

瑩
誠
、
林
朗
庵
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

売
買
に
関
し
て
は
博
文
堂
を
介
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
江
藤
濤
雄
の
長
安
荘
は
羅
原
覚
の
歓
迎
会
の
事

例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
博
文
堂
と
協
力
関
係
に
あ
り
、
彙
文
堂

は
文
求
堂
の
影
響
下
で
書
画
碑
帖
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
、
詳

細
は
不
明
で
あ
る
が
、
骨
董
商
の
山
中
商
会
も
書
画
碑
帖
の
販
売

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
大
西
見
山
は
橋
本
吉

兵
衛
や
伊
藤
長
次
郎
と
い
っ
た
親
族
へ
も
博
文
堂
を
紹
介
し
、
伊

藤
長
次
郎
に
、
博
文
堂
の
文
物
斡
旋
を
代
行
す
る
よ
う
な
事
例
も

見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
状
況
は
同
じ
く
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
し
た
久
野
錦
浦
の
事
例
と
も
共
通
す
る
よ

う
に

 （
26
）、

初
期
の
博
文
堂
の
活
動
は
地
方
の
有
力
な
収
蔵
家
に
書
画

碑
帖
の
斡
旋
を
委
任
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
西
見
山
が
書
画
碑
帖
の
収
蔵
に
明
け
暮
れ
て

い
た
頃
、
香
川
県
下
に
お
け
る
収
蔵
家
の
書
画
碑
帖
の
収
蔵
対

象
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
一
月
一
四
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡

（W
E1-007-5

）
に
、

…
…
〔
九
枚
目
〕
現
に
昨
春
漢
印
宋
帖
を
収
め
／
候
て
以
后

城
中
骨
董
家
輩
／
〔
田
能
村
〕
竹
田
〔
頼
〕
山
陽
乃
至
藍
田

叔
〔
瑛
〕
沈
南
蘋
〔
銓
〕
等
／
の
尋
常
書
画
携
へ
来
候
得

共
殆
ん
と
／
不
興
一
顧
大
々
的
気
焰
を
吐
き
居
候
次
第
／

〔
一
〇
枚
目
〕
ニ
御
坐
候

と
あ
る
よ
う
に
、
城
中
（
こ
こ
で
は
高
松
を
指
す
）
に
お
け
る

書
画
骨
董
家
の
集
ま
り
で
は
、
地
元
の
収
蔵
家
が
田
能
村
竹
田

（
一
七
七
七
―
一
八
三
五
）、
頼
山
陽
（
一
七
八
一
―
一
八
三
二
）、

藍
瑛
（
一
五
八
五
―
？
）、
沈
銓
（
一
六
八
二
―
？
）
ら
の
作
品

を
持
ち
寄
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
前
代
の
江
戸
時
代

か
ら
人
気
を
博
し
た
も
の
で
あ
り
、
書
画
碑
帖
の
収
蔵
対
象
が
旧

─ 32 ─



─ 15 ─

態
依
然
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

対
し
て
、
中
国
の
書
画
碑
帖
に
い
ち
早
く
関
心
を
抱
い
た
大
西
見

山
は
、「
殆
ん
と
／
不
興
一
顧
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正

一
三
年
（
一
九
二
四
）
一
二
月
二
五
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕

宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-018-4

）
に
も
、

…
…
当
処
骨
董
家
連
時
々
参
り
／
〔
六
枚
目
〕
候
得
共
流
行

物
の
み
ニ
て
頓
と
／
足
観
物
無
之

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
正
末
に
な
っ
て
も
、
先
述
の
日
本
書
画

を
指
す
と
見
ら
れ
る
「
流
行
物
」
が
依
然
と
し
て
収
蔵
対
象
で

あ
っ
た
。
こ
の
香
川
県
下
の
状
況
は
日
本
全
体
で
も
同
様
で
あ
っ

た

 （
27
）。す

な
わ
ち
、久
世
夏
奈
子
氏
に
よ
る
と
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

前
後
に
、
主
に
辛
亥
革
命
以
後
に
日
本
に
将
来
さ
れ
た
新
来
の
中

国
絵
画
の
評
価
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に

 （
28
）、

中
国
の
書
画
碑
帖
の
市
場
は
、
こ
れ
か
ら
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
新
規
開
拓
分
野
で
あ
っ
た
も
の
の
、
日
本
の
多
く
の
収
蔵

家
は
日
本
書
画
を
収
蔵
対
象
と
し
て
お
り
、
中
国
の
書
画
碑
帖
に

は
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
こ
れ
ら
を
収
蔵
対
象
と
し
た
の
は
、
漢

籍
に
素
養
が
あ
り
、
中
国
文
化
に
造
詣
の
深
か
っ
た
大
西
見
山
の

よ
う
な
人
物
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二 

書
画
碑
帖
の
鑑
定
を
め
ぐ
る
交
友
関
係

す
で
に
前
稿
に
お
い
て
、
徳
富
蘇
峰
と
長
尾
雨
山
と
の
交
友

関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
七
月
に
、
徳
富
蘇
峰
が
大
西
見
山
邸
を
訪
問
し
て

『
国
民
新
聞
』
誌
上
で
取
り
上
げ
、
大
西
見
山
の
収
蔵
家
と
し
て

の
名
声
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
に
関
し
て
は
、
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
一
二
月
、
長
尾
雨
山
が
中
国
か
ら
帰
国
し
、
大
正

四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
に
は
大
西
見
山
邸
に
逗
留
し
、
大
西
見

山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
鑑
定
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
も
、
長

尾
雨
山
は
寿
蘇
会
、
赤
壁
会
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
大
西
見
山
に

北
宋
の
蘇
軾
（
一
〇
三
六
―
一
一
〇
一
）
に
ま
つ
わ
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
収
集
の
契
機
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
、
長
尾
雨
山
所
蔵
文

物
の
売
却
交
渉
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
西
見
山
は
長

尾
雨
山
と
の
交
流
に
よ
っ
て
文
物
の
知
識
を
広
め
、
一
方
の
長
尾

雨
山
は
文
物
の
売
却
や
鑑
定
に
よ
っ
て
自
身
の
活
動
資
金
を
得
て

い
た
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
こ
で
は
黒
木
欽
堂
と
博

文
堂
を
め
ぐ
る
鑑
定
家
（
羅
振
玉
、
内
藤
湖
南
、
長
尾
雨
山
）
と

の
交
友
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
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（
１
） 

黒
木
欽
堂
と
の
関
係

黒
木
欽
堂
（
一
八
六
六
―
一
九
二
三
）
は
日
本
で
初
め
て
の
本

格
的
な
書
道
雑
誌
『
書
苑
』（
一
九
一
一
）
を
創
刊
し
た
人
物
で

あ
る
。
大
西
見
山
と
は
同
郷
の
香
川
県
出
身
で
あ
り
、
古
く
か
ら

面
識
が
あ
っ
た
見
ら
れ
、
博
文
堂
関
連
資
料
で
は
、
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
ま
で
の
交
友
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、『
書
苑
』
に
も
大
西
見
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
何
度
も
提
供

し
て
い
る
（
表
１
）。

上
掲
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
五
日
油
谷
達
宛
大
西
行

礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-002-4

）
に
、

…
…
従
て
此
他
の
法
帖
類
若
し
他
か
撮
影
／
申
込
み
候
共
貴

下
〔
油
谷
達
〕
以
外
决
〔
決
〕
し
て
応
諾
／
〔
四
枚
目
〕
致

し
不
申
候
間
此
点
ハ
御
安
神
〔
心
〕
可
被
下
候
／（
黒
木
〔
欽

堂
〕
あ
た
り

書
苑
へ
載
せ
候
様
申
参
り
候

無
論
謝
／
絶

致
す
へ
く
又
骨
董
家
又
ハ
尋
常
好
事
家
等
／
へ
も
容
易
ニ
見

せ
申
さ
ゝ
る
積
ニ
御
坐
候
〔
）〕

と
あ
る
よ
う
に
、
博
文
堂
が
仲
介
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て

は
黒
木
欽
堂
の
影
印
に
対
す
る
申
し
出
が
あ
っ
て
も
断
る
旨
が
記

さ
れ
て
お
り
、
美
術
出
版
も
手
掛
け
て
い
た
博
文
堂
に
対
し
て
配

慮
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
三
〇
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼

表１　『書苑』に提供された大西見山コレクションについて

作品名 初掲載年月 掲載号他
明人沈嘉則
〔明臣〕草
書詩巻

1912. 9. 5 2-1。黒木欽堂の解説。後藤漆谷（1749-1831）旧蔵。
菅茶山（1748-1827）、頼山陽（1781-1832）等の題跋
あり。

翁方綱校勘
淳化閣帖

1913. 1. 5 2-5、2-6、2-9。黒木欽堂の解説。翁方綱（1733-1818）、
淮陰鮑氏旧蔵。明治45年（1912）３月頃、文求堂を
介して購入。

旧拓宝晋斎
本宣示表

1915. 4. 5 5-2、5-3。黒木欽堂の解説。何 （1661-1722）跋あ
り。羅振玉旧蔵と見られ、明治45年（1912）５月頃、
博文堂を介して購入。明治45年（1912）５月４日油
谷達宛大西行礼〔見山〕書簡（WE1-004-4）参照。

旧拓宝晋斎
本黄庭経

1915. 5. 5 5-3、5-4、5-5。黒木欽堂の解説。大正癸丑蘭亭
会（1913）へ出品された。大正２年（1913）２月
26日油谷達宛大西行礼〔見山〕書簡（WE1-008-2）
参照。影印本に『唐橅宋拓黄庭経』（油谷博文堂、
1914. 6. 14）があり、昭和５年（1930）以前に大西見
山から高島槐安（1875-1969）の有に帰し、現在は東
京国立博物館に所蔵されている。
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〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-004-2

）
に
は
、

…
…
翁
〔
方
綱
〕
批
粛
／
帖
〔
粛
府
本
淳
化
閣
帖
〕
ハ
東
京

黒
木
欽
／
堂
翁
大
感
服
ニ
て
／
是
非
書
苑
へ
／
出
し
度
旨
申

越
候

と
あ
る
よ
う
に
、
黒
木
欽
堂
は
、
大
西
見
山
所
蔵
の
「
淳
化
閣

帖
」
粛
府
本
に
関
心
を
示
し
、
実
際
、『
書
苑
』
二
巻
第
五
号

（
一
九
一
三
年
一
月
五
日
）
以
後
に
「
翁
方
綱
校
勘
淳
化
閣
帖
」

と
し
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。『
書
苑
』
二
巻
五
号
に
掲
載
さ
れ
た

黒
木
欽
堂
の
解
説
に
、

…
…
寔
に
是
れ
覃
谿
〔
翁
方
綱
〕
先
生
多
年
精
力
を
集
注
せ

ら
れ
た
る
痕
迹
を
認
め
得
る
も
の
に
し
て
、
書
学
に
志
す
の

君
子
は
其
の
修
正
の
点
画
に
依
り
て
古
人
の
風
格
を
悟
り
得

る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
校
勘
の
精
厳
を
観
て
亦
以
て
進
道
の

一
端
と
為
す
べ
き
も
の
た
り
、
況
ん
や
又
粛
府
本
は
人
其
の

近
く
し
て
遇
ひ
易
さ
を
謂
ふ
も
の
あ
れ
ど
、
上
石
初
搨
斯
帖

の
如
く
鮮
明
な
る
も
の
は
常
に
覯
難
き
に
於
て
を
や
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
該
帖
が
初
拓
本
で
し
か
も
翁
方
綱
の
精
密

な
校
勘
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
書
学
上
の
価
値
が
高
い
こ
と
を

激
賞
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
三
月
一
五

日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-012-4

）
に
、

…
…
昨
朝
〔
黒
木
〕
欽
堂
翁
来
訪
致
／
〔
二
枚
目
〕
し
粛
府

〔
本
淳
化
〕
閣
帖
全
部
出
板
／
致
し
度
旨
懇
請
致
さ
れ
実
／

ハ
其
為
め
態
々
南
帰
致
し
様
／
被
申
候
ニ
付
き
承
諾
を
表
し

／
置
き
候
尚
宋
拓
二
三
種
／
も
出
板
致
し
度
様
被
申
候
得
共

／
〔
三
枚
目
〕
是
ハ
兼
て
貴
下
と
御
約
束
／
致
し
故
を
以
て

謝
絶
致
し
置
／
き
候
間
御
安
心
可
申
候
為
念
申
／
上
置
候
欽

翁
〔
黒
木
欽
堂
〕
も
帰
途
入
／
洛
致
し
候
様
申
居
ら
れ
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
黒
木
欽
堂
は
本
帖
の
す
べ
て
を
出
版
し
た
い

旨
を
大
西
見
山
に
懇
請
し
、
数
ヶ
月
後
に
『
翁
覃
谿
校
勘
秘
本
淳

化
閣
帖
』（
法
書
会
出
版
部
、
一
九
一
五
年
五
月
一
七
日
）
と
し

て
結
実
し
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
本
帖
は
博
文
堂
で
は
な
く

文
求
堂
を
介
し
て
獲
得
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
も
手

伝
っ
て
、
黒
木
欽
堂
に
影
印
刊
行
を
許
諾
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
証
左
と
し
て
、
博
文
堂
よ
り
入
手
し
た
「
宋
拓
二
三
種
」
の
出

版
に
つ
い
て
は
謝
絶
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
西
見
山
は
「
澄
清
堂
帖
」
に
関
し
て
も
言
及
し
て
い

る
。「
澄
清
堂
帖
」
は
実
態
の
不
明
な
集
帖
で
あ
る
が
、
原
刻
を

南
宋
刻
と
見
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
明
の
邢
侗
（
一
五
五
一
―

一
六
一
二
）
旧
蔵
本
（
廉
泉
本
及
び
紫
藤
花
館
本
よ
り
な
る
）、

孫
承
沢
（
一
五
九
二
―
一
六
七
六
）
旧
蔵
本
が
原
刻
の
零
本
で
あ

る
と
さ
れ
る
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
頃
に
、
大
西
見
山
は
羅
振
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玉
よ
り
「
澄
清
堂
帖
」
購
入
し
、
そ
れ
を
も
と
に
「
帖
祖
斎
」
と

号
し
、『
南
唐
拓
本
澄
清
堂
帖
』（
博
文
堂
合
資
会
社
、
一
九
一
二

年
八
月
八
日
）
を
刊
行
し
て
い
る
。「
南
唐
拓
本
」
と
題
す
る
の

は
、
附
載
す
る
羅
振
玉
壬
子
（
民
国
元
年
、
一
九
一
二
）
三
月

跋
中
の
南
唐
の
覆
刻
説
に
因
む
が
、
藤
原
楚
水
（
一
八
九
〇
―

一
九
九
〇
）
が
孫
承
沢
旧
蔵
本
の
翻
刻
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
異
論
も
見
ら
れ
る

 （
29
）。

そ
の
後
、上
掲
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
五
日
（W

E1-
002-4

）
に
、

…
…
澄
清
堂
帖
上
海
の
様
子
承
り
驚
入
／
申
候
如（
マ
マ
）御
如
此
両

間
の
至
宝

境
／
〔
三
枚
目
〕
の
小
生
〔
大
西
見
山
〕
の
手

に
入
り
候
ハ
天
助
と
申
な
か
ら
…
…

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、「
澄
清
堂
帖
上
海
の
様
子
」、
す
な
わ
ち
廉

泉
所
蔵
の
邢
侗
旧
蔵
本
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
が
伝
わ
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
黒
木
欽
堂
は
、『
書
苑
』
二
巻
第
六
号
（
一
九
一
三
年

二
月
五
日
）
で
「
重
刻
澄
清
堂
帖
残
本
」（
梶
原
樵
石
旧
蔵
本
）

を
掲
載
し
、
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

…
…
此
を
明
代
邢
子
愿
﹇
侗
﹈
が
所
蔵
せ
し
南
唐
澄
清
堂
帖

を
重
ね
て

刻
せ
る
も
の
と
す
、

刻
石
に
上
し
し
者
を
呉

応
祈
父
子
と
す
、
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
邢
侗
旧
蔵
の
「
澄
清
堂
帖
」
を
重
刻
本
し
た
も

の
と
見
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
二
月

一
九
日
油
谷
達
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-008-3

）
に
、

…
…
書
苑
所
載
の
澄
／
清
堂
帖
翻
本
ハ
／
先
般
羅
〔
振
玉
〕

先
生
御
／
恵
贈
の
物
と
同
一
物
と
／
被
存
候
〔
黒
木
〕
欽
堂

翁
も
／
法
帖
ハ
餘
り
好
き
／
物
の
見
ぬ
と
相
見
へ
／
候
呵
々

と
あ
る
よ
う
に
、
大
西
見
山
は
自
身
が
所
蔵
す
る
「
澄
清
堂
帖
」

の
よ
う
な
善
本
を
黒
木
欽
堂
が
知
ら
な
い
こ
と
を
嘲
笑
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
五
月
二
九
日
油
谷
達
宛
大

西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-010-2

）
に
、

…
…
然
ハ
澄
清
堂
帖
／
ニ
付
き
京
師
〔
京
都
〕
両
〔
羅
振
玉
、

内
藤
湖
南
〕
先
／
生
御
伝
言
之
趣
敬
／
承
仕
候
不
相
変
御
／

厚
情
不
堪
感
謝
／
候
得
共
此
帖
ハ
尓
来
／
世
宝
と
し
て
十
襲

珎
〔
珍
〕
／
蔵
致
し
居
候
次
第
ニ
て
／
御
申
越
し
黒
木
〔
欽

堂
〕
説
の
／
如
き
ハ
盲
評
取
る
に
／
足
ら
す
全
く
越
犬
吠
雪

之
類
と
一
咲
〔
笑
〕
ニ
付
し
／
候
迄
ニ
御
坐
候

と
見
え
る
よ
う
に
、黒
木
欽
堂
は
大
西
見
山
所
蔵
の
「
澄
清
堂
帖
」

に
疑
義
を
唱
え
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
羅
振
玉
と
内
藤

湖
南
か
ら
の
弁
明
を
博
文
堂
が
伝
え
て
い
る
。

前
稿
で
は
、
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
の
第
二
期
に
お
い
て
は
、

「
書
苑
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
と
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
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る
収
蔵
集
団
」
を
中
心
と
し
て
収
蔵
活
動
が
行
わ
れ
、
特
に
前
者

の
消
滅
と
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
後
者
の
事
務
局
で
あ
る
博
文
堂

が
関
西
の
収
蔵
家
に
中
国
の
書
画
碑
帖
を
斡
旋
し
た
こ
と
で
、
関

西
に
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

大
西
見
山
が
両
収
蔵
集
団
に
両
属
し
て
い
た
人
物
と
し
て
重
要
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

 （
30
）。

本
稿
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
大
西
見
山
は
少
な
く
と
も
明
治
末

年
か
ら
書
苑
の
主
幹
で
あ
っ
た
黒
木
欽
堂
と
の
交
友
関
係
が
認
め

ら
れ
、『
書
苑
』
に
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
が
、
羅
振

玉
と
交
友
関
係
を
持
つ
博
文
堂
と
の
関
係
性
を
重
視
し
て
い
た
た

め
に
、
黒
木
欽
堂
と
の
関
係
に
は
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

（
２
） 

博
文
堂
を
め
ぐ
る
鑑
定
家
と
の
関
係

こ
こ
で
は
、
大
西
見
山
自
身
の
鑑
定
方
法
と
、
大
西
見
山
の
博

文
堂
を
め
ぐ
る
鑑
定
家
（
羅
振
玉
、
長
尾
雨
山
、
内
藤
湖
南
）
と

の
交
友
関
係
を
検
討
し
て
み
た
い
。

上
掲
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
六
日
油
谷
博
文
堂
宛
大

西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-002-3

）
に
、

…
…
○
過
日
方
薬
雨
〔
若
〕
校
／
碑
随
筆
一
読
仕
候
処
例
の

麻
姑
仙
壇
記
／
及
麓
山
寺
、
道
因
法
師
両
碑
の
事
委
敷
／
論

し
あ
り
／
因
て
原
碑
と
対
照
仕
候
処
一
々
吻
合
／
致
し
又
麻

姑
仙
壇
記
ハ
羅
〔
振
玉
〕
氏
御
旧
蔵
の
分
／
〔
一
〇
枚
目
〕

上
海
ニ
て
石
印
本
出
来
居
候
由
記
載
致
し
あ
り
／
一
層
欣
賞

致
し
居
候

と
あ
る
よ
う
に
、
大
西
見
山
は
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
の
時

点
で
、
方
若
『
校
碑
随
筆
』
に
よ
っ
て
碑
帖
を
対
校
し
て
鑑
定
を

し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

 （
31
）。

菅
野
智
明
氏
に
よ
る
と
、『
校
碑

随
筆
』
は
光
緒
年
間
（
一
八
七
五
―
一
九
〇
八
）
に
初
版
本
が
あ

り
、
同
書
が
時
の
金
石
学
を
牽
引
し
た
王
懿
栄
（
一
八
四
五
―

一
九
〇
〇
）
が
創
案
者
と
目
さ
れ
、
王
懿
栄
お
よ
び
そ
の
後
身
が

形
成
す
る
金
石
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
い
水
準
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
と
論
じ
て
い
る

 （
32
）。

ゆ
え
に
、
大
西
見
山
は
そ
の
刊
行
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
お
い
て
同
書
を
入
手
し
、
清
末
に
お
け
る
金
石
学
、
書

学
の
先
駆
的
な
成
果
を
享
受
し
て
鑑
定
に
用
い
て
お
り
、
当
時
に

お
い
て
は
進
歩
的
な
収
蔵
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
博
文
堂
で
書
画
碑
帖
を
購
入
す
る
場
合
、
博
文
堂
を
め

ぐ
る
鑑
定
家
に
書
画
碑
帖
の
題
跋
を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
の
骨
董

的
価
値
を
高
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
大
西
見
山
も
そ
の
例

に
も
れ
な
い
。
た
だ
し
、
大
西
見
山
が
博
文
堂
以
外
で
獲
得
し
た

書
画
碑
帖
に
つ
い
て
は
、
大
西
見
山
自
身
で
鑑
定
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
は
、
羅
振
玉
、
長
尾
雨
山
、
内
藤
湖
南
に
も
鑑
定
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を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
一

月
四
日
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡

（W
E1-016-4

、
一
通
目
）
に
、

…
…
次
ニ
又
々
御
手
数
相
懸
／
け
恐
入
候
得
共
只
今
張
晴
嵐

〔
若
靄
〕
／
五
君
子
図
一
幅
郵
送
仕
候
／
間
御
入
洛
之
御
序

ニ
御
持
参
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
及
藤
〔
内
藤
湖
南
〕
尾
〔
長

尾
雨
山
〕
両
先
生
へ
／
〔
四
枚
目
〕
御
審
定
御
願
ひ
可
被
下

候
若
／
し
真
迹
ニ
御
坐
候
得
ハ
別
／
帋
相
認
め
候
事
ニ
付
委

敷
／
御
示
教
相
希
度
候
間
御
含
／
み
置
可
被
下
候
…
…
〔
七

枚
目
〕
○
張
〔
若
靄
〕
幅
中
錬
雪
一
印
あ
り
又
梁
跋
／
中
張

錬
雪
先
生
之
語
あ
り
然
る
に
／
諸
書
ニ
就
き
取
調
へ
候
処
錬

雪
／
弟
若
澄
之
字
号
ニ
て
〔
張
〕
若
靄
／
ニ
此
別
号
あ
る
事

発
見
不
仕
／
漸
く
狐
疑
を
生
し
居
候
併
し
幅
／
〔
八
枚
目
〕

ハ
一
見
尤
ら
敷
相
見
可
申
候
間
或
ハ
／
〔
張
〕
若
靄
も
一
時

錬
雪
の
号
を
／
を
（
マ
マ
）用
ひ
後
弟
ニ
譲
り
候
様
之
事
／
無
之
哉
可

成
左
様
あ
り
度
候
／
此
義
諸
先
生
へ
御
伺
可
被
下
／
候

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
西
見
山
自
身
で
も
、
清
の
張
若
靄

（
一
七
一
三
―
一
七
四
六
）「
五
君
子
図
一
幅
」
の
落
款
と
押
印
さ

れ
た
「
錬
雪
」
一
印
の
齟
齬
に
つ
い
て
指
摘
し
た
上
で
、
該
幅
を

博
文
堂
を
介
し
て
、
そ
の
京
都
滞
在
中
に
羅
振
玉
、
長
尾
雨
山
、

内
藤
湖
南
の
三
氏
に
鑑
定
を
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
本
書
簡
に
し
か
見
え
ず
、
三
氏
の
鑑
定

結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
西
見
山
は
、
自
分
自
身
の
鑑
識
と
博

文
堂
を
め
ぐ
る
鑑
定
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
収
蔵
活
動
に
邁

進
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
博
文
堂
関
係
資
料
に
よ
っ
て
大
西
見
山
を
と
り
ま

く
書
画
碑
帖
の
売
買
及
び
鑑
定
を
め
ぐ
る
交
友
関
係
に
つ
い
て
検

討
し
、
大
西
見
山
の
書
画
碑
帖
収
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
近
代
書

画
碑
帖
収
蔵
史
の
第
二
期
に
お
け
る
書
画
碑
帖
の
日
本
へ
の
複
層

的
な
流
入
経
路
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
大
西
見
山
が
初
期
羅
振
玉
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
書
画
碑
帖
の
鑑
識
眼
を
養
い
、『
校
碑
随
筆
』

に
見
ら
れ
る
先
駆
的
な
知
見
や
博
文
堂
を
め
ぐ
る
鑑
定
家
の
意
見

に
基
づ
い
て
、
中
国
の
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
以

後
は
博
文
堂
を
出
入
り
業
者
と
し
て
優
遇
し
た
た
め
に
、
黒
木
欽

堂
や
文
求
堂
（
寸
紅
堂
）
と
の
関
係
に
は
一
定
の
距
離
を
保
っ
て

い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

後
者
に
関
し
て
は
、
明
治
末
年
に
京
都
避
居
に
伴
い
、
日
本
に
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大
量
の
文
物
を
持
ち
込
ん
だ
羅
振
玉
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る

中
国
書
画
碑
帖
の
市
場
が
本
格
的
に
開
か
れ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
の
市
場
が
こ
れ
か
ら
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
新
規
開
拓
分
野

と
目
さ
れ
た
た
め
に
多
く
の
業
者
が
参
入
し
た
が
、
大
正
中
葉
を

過
ぎ
る
と
、
中
国
書
画
碑
帖
の
優
品
を
扱
う
業
者
は
、
少
数
の
業

者
に
よ
っ
て
寡
占
さ
れ
て
い
く
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
い
ず
れ
も
羅
振
玉
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
文
求
堂
（
寸
紅

堂
）
と
博
文
堂
で
あ
り
、
顧
客
獲
得
を
巡
っ
て
熾
烈
な
販
売
合
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
、
中

国
書
画
碑
帖
を
収
蔵
対
象
と
し
た
の
は
、
漢
籍
に
素
養
が
あ
り
、

中
国
文
化
に
造
詣
の
深
か
っ
た
人
物
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

指
摘
し
た
。

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
は
、
第
二
期
の
当
初
よ
り
活
動
し
、

大
西
見
山
同
様
に
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
と
「
犬

養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
に
両
属
し
た
山
本
二
峯

（
一
八
七
〇
―
一
九
三
七
）
の
収
蔵
や
交
友
関
係
に
関
し
て
、
博

文
堂
関
連
資
料
を
も
と
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
注
】

（
１
） 

拙
著
『
清
末
民
初
書
画
碑
帖
収
蔵
研
究
』（
知
泉
書
館
、

二
〇
二
三
、
一
七
―
二
六
頁
）
参
照
。

（
２
） 

以
下
、
大
西
見
山
の
基
礎
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
拙
稿

「
大
西
見
山
の
収
蔵
活
動
と
日
本
へ
の
碑
帖
流
入
の
実
態
」

（『
大
学
書
道
研
究
』
第
一
六
号
、
二
〇
二
三
、
四
一
―

五
二
頁
）
参
照
。

（
３
） 

前
掲
注
（
２
）
拙
稿
参
照
。

（
４
） 

田
淵
元
博
「
三
野
二
山
の
生
涯
と
長
尾
雨
山
・
大
西
見

山
の
交
友
（
２
）」（『
書
論
』
第
四
六
号
、
二
〇
二
〇
、

一
三
七
―
一
四
六
頁
）
参
照
。

（
５
） 

前
掲
注
（
２
）
拙
稿
参
照
。

（
６
） 

以
下
、
文
求
堂
（
寸
紅
堂
）
の
活
動
に
関
し
て
は
、
拙
稿

「
久
野
錦
浦
の
収
蔵
活
動
と
博
文
堂
（
美
術
商
）
初
期
の

活
動
実
態
」（『
相
模
国
文
』
第
五
〇
号
、
二
〇
二
二
、

二
一
―
一
一
四
頁
）
参
照
。

（
７
） 

前
掲
注
（
６
）
拙
稿
掲
載
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四

月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
書
簡
（H

-
3-4

）
参
照
（
八
二
頁
）。

（
８
） 
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
一
月
一
三
日
油
谷
達
宛
大
西

行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-011-4

）
に
、「
…
…
次
ニ
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王
漁
洋
〔
士
禎
〕
詩
幅
及
／
金
僧
心
経
巻
／
出
品
之
義
ハ

誠
／
ニ
御
易
き
事
ニ
御
／
坐
候
得
共
…
…
」
と
あ
る
。

（
９
） 
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
一
二
月
二
五
日
原
田
庄
左
衛

門
〔
大
観
〕
宛
大
西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-018-4

）

に
、「
…
…
何
を
申
も
兵
站
部
の
／
充
実
第
一
ニ
候
間
機

会
あ
れ
ハ
／
例
之
粛
府
〔
本
淳
化
〕
閣
帖
」
周
敦
盖
〔
蓋
〕

／
及
漢
銅
印
之
一
部
売
却
／
方
何
分
御
配
慮
奉
懇
請
候
」

と
あ
る
。

（
10
） 

『
東
京
外
国
語
学
校
一
覧
﹇
従
明
治
卅
七
年
／
至
明
治
卅

八
年
﹈』（
東
京
外
国
語
学
校
、一
九
〇
五
、
九
八
頁
）
参
照
。

（
11
） 

方
若
原
著
、
王
壮
弘
増
補
『
増
補
校
碑
随
筆
』（
上
海
書

店
出
版
社
、
二
〇
〇
八
、
五
八
―
五
九
頁
）
の
方
若
原
著

部
分
に
、「
…
…
在
第
四
行
粛
粛
二
字
、
下
一
粛
字
泐
于

道
光
初
年
。」
と
あ
る
。

（
12
） 

冨
田
昇
『
流
転 

清
朝
秘
宝
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

二
〇
〇
二
、
一
一
二
―
一
一
五
頁
）、
朽
木
ゆ
り
子
『
ハ
ウ

ス
・
オ
ブ
・
ヤ
マ
ナ
カ 

東
洋
の
至
宝
を
欧
米
に
売
っ
た

美
術
商
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
一
、
一
三
七
―
一
四
三
頁
）

参
照
。

（
13
） 

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
八
月
一
四
日
、
油
谷
達
宛
大
西

行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-007-2

）
参
照
。

（
14
） 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
六
日
油
谷
博
文
堂
宛
大

西
行
礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-002-3

）
に
、「
…
…
○

過
日
方
薬
雨
〔
若
〕
校
／
碑
随
筆
一
読
仕
候
処
例
の
麻
姑

仙
壇
記
／
及
麓
山
寺
、
／
道
因
法
師
両
碑
の
事
委
敷
／
論

し
あ
り
／
因
て
原
碑
と
対
照
仕
候
処
一
々
吻
合
／
致
し
又

麻
姑
仙
壇
記
ハ
羅
〔
振
玉
〕
氏
御
旧
蔵
の
分
／
〔
一
〇
枚

目
〕
上
海
ニ
て
石
印
本
出
来
居
候
由
記
載
致
し
あ
り
／
一

層
欣
賞
致
し
居
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
羅
振
玉

所
蔵
の
も
の
で
あ
ろ
う
。『
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
目
録
』（
目
録
の
概
要
は
、
拙
稿
「
初
期
羅
振

玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
本
へ
の
流
入
」〔『
書
学

書
道
史
研
究
』
第
三
二
号
、
二
〇
二
二
、
五
七
―
七
〇
頁
〕

参
照
）
に
も
本
書
簡
に
指
摘
の
あ
る
三
碑
の
掲
載
（
Ｎ
293

「
宋
拓
麓
山
寺
碑
﹇
陶
文
毅
公
旧
蔵
﹈
一
千
元
」、
Ｎ
295
「
宋

拓
道
因
碑
﹇
中
間
有
缺
﹈
七
百
元
」、
Ｎ
300
「
南
宋
拓
大

字
麻
姑
山
仙
壇
記
﹇
張
叔
未
跋
﹈
四
百
元
」
が
見
ら
れ
る
。

（
15
） 

前
掲
注
（
14
）『
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

目
録
』
に
、
Ｎ
192
「
明
程
孟
陽
山
水
長
巻 

350
」、
Ｎ
407

「
程
孟
陽
山
水
図
巻
」
と
見
え
る
。

（
16
） 
戦
暁
梅
「
廉
泉
と
大
村
西
崖
の
交
友
―
『
大
村
西
崖
宛 

廉
泉
書
簡
』『
南
湖
東
遊
日
記
』
を
主
な
手
掛
か
り
に
―
」
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（『
美
術
研
究
』
第
四
二
五
号
、
二
〇
一
八
、
三
五
―
五
四

頁
）
参
照
。

（
17
） 
南
湖
扇
面
美
術
館
の
内
部
の
写
真
（
関
西
大
学
図
書
館
内

藤
文
庫
所
蔵
）
に
関
し
て
は
、
邱
吉
「
民
国
初
期
廉
泉
与

日
本
芸
壇
的
互
動
」（『
美
術
学
報
』
二
〇
二
〇
年
第
六
期
、

七
〇
―
七
七
頁
）
参
照
。
ま
た
、「
滄
海
日
対
聯
」
は
、

中
田
勇
次
郎
責
任
編
集
『
書
道
芸
術
』
第
一
〇
巻
所
載
第

七
八
図
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
、
解
説
は
二
〇
七
頁
）

参
照
。
な
お
、
写
真
と
対
聯
の
同
定
は
剣
持
翔
伍
氏
の
ご

教
示
に
よ
る
。

（
18
） 

野
田
宇
太
郎
「
彙
文
堂
の
は
な
し
」（『
定
本
文
学
散
歩
全

集
』
第
八
巻
、
雪
華
社
、
一
九
六
一
、
八
三
―
八
五
頁
）

参
照
。

（
19
） 

前
掲
注
（
２
）
拙
稿
参
照
。

（
20
） 

大
谷
大
学
図
書
館
編
『
大
西
行
礼
氏
旧
蔵
悠
然
楼
漢
籍
分

類
目
録
』（
同
館
、
一
九
七
七
）
参
照
。

（
21
） 

拙
稿
「
林
朗
庵
の
収
蔵
に
関
す
る
一
考
察
」（『
相
模
国
文
』

第
四
九
号
、
二
〇
二
二
、
二
六
―
六
六
頁
）
参
照
。

（
22
） 

林
朗
庵
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
（
20
）
拙
稿
参
照
。

（
23
） 

前
掲
注
（
２
）
拙
稿
参
照
。

（
24
） 

前
掲
注
（
14
）『
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

目
録
』
に
、「
朱
竹

〔
彝
尊
〕
詩
冊
」
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
20
「
朱
竹

書
冊 

六
十
元
」、
Ｎ
147
「
清
朱
竹

書
詩

冊
」、
Ｎ
273
「
朱
竹

書
冊 

60
」、
Ｎ
575
「
朱
竹

詩
冊
」

と
見
え
、「
張
舩
山
〔
問
陶
〕
墨
梅
／
小
巻
」
に
関
し
て
は
、

Ｎ
17
「
張
船
山
墨
梅
巻 

五
十
元
」、
Ｎ
212
「
清
舩
山
墨
梅

図
巻 

50
」、
Ｎ
539
「
張
船
山
墨
梅
」
と
見
え
る
。

（
25
） 

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
三
月
一
五
日
油
谷
達
宛
大
西
行

礼
〔
見
山
〕
書
簡
（W

E1-012-5

）
に
も
、「
…
…
伊
藤
〔
長

次
郎
〕
ヘ
ハ
御
相
談
出
来
候
哉
／
如
何
」
と
あ
る
。

（
26
） 

前
掲
注
（
５
）
拙
稿
参
照
。

（
27
） 

東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
編
『
美
術
商
の
百
年
―
東
京
美

術
倶
楽
部
百
年
史
』（
東
京
美
術
倶
楽
部
他
、
二
〇
〇
六
）

を
一
覧
し
て
も
、
新
来
の
中
国
の
書
画
碑
帖
の
売
買
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
28
） 

久
世
夏
奈
子
「『
国
華
』
に
見
る
新
来
の
中
国
絵
画
―
近

代
日
本
に
お
け
る
中
国
美
術
観
の
一
事
例
と
し
て
―
」

（『
国
華
』
第
一
三
九
五
号
、
二
〇
一
二
、
五
―
一
七
頁
）

参
照
。

（
29
） 
藤
原
楚
水
「
澄
清
堂
帖
及
び
書
譜
薛
氏
本
の
原
石
に
就

て
」（『
書
菀
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
三
七
、
二
―
九
頁
）、

同
「
再
び
澄
清
堂
帖
に
就
て
」（『
書
菀
』
第
一
巻
第
三
号
、 
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一
九
三
七
、
七
八
―
七
九
頁
）
参
照
。

（
30
） 

拙
稿
「
中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
に
関
す
る
一
考
察
―

収
蔵
家
・
菊
池
惺
堂
を
起
点
と
し
て
―
」（『
日
本
中
国
学

会
報
』
第
七
一
集
、
二
〇
一
九
、
一
八
七
―
二
〇
〇
頁
）

参
照
。

（
31
） 

前
掲
注
（
11
）『
増
補
校
碑
随
筆
』（
三
八
七
頁
）
の
方
若

原
著
部
分
に
、「
…
…
上
海
原
石
石
影
本
即
上
虞
羅
叔
韞

〔
振
玉
〕
所
蔵
有
張
廷
済
題
字
之
本
也
。」
と
あ
る
。

（
32
） 

菅
野
智
明
「『
校
碑
随
筆
』
誕
生
の
周
辺
」（
書
学
書
道
史

学
会
編
『
書
学
書
道
史
論
叢
／
２
０
１
１
』、
萱
原
書
房
、

二
〇
一
一
、
二
八
一
―
三
一
四
頁
）
参
照
。

【
附
記
】

本
稿
は
主
に
二
〇
二
二
年
度
の
行
田
市
郷
土
博
物
館
、
徳
富
蘇
峰

記
念
館
及
び
個
人
蔵
資
料
の
調
査
研
究
に
基
づ
く
。
本
稿
執
筆

に
際
し
、
上
掲
個
人
及
び
機
関
、
並
び
に
関
西
大
学
図
書
館
よ
り

資
料
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
は

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
九
Ｋ
〇
〇
二
〇
一
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。

（
本
学
准
教
授
）
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